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行った｡原訓練では､ 〔赤 ･緑 ･17〕が脚 r雌､
〔×･●･□〕が比較利敵とされた｡以下のよう
なテストがプローブとして施行された｡(1)対称印
テスト:原訓練での見本刺激を比較則激､比較刺
激を見本刺激としたテストを行った｡(2)反射柁テ
スト:新奇な3つの図形を用いて､般性同一見本
合わせが成立するかを調べた｡(3)S+テスト:正
比較則激は原訓練と同じで､負比較刺激として新
奇な図形を用いたテストを施行した｡(4)S-テス
ト:(a)各見本刺激に対して､負比較利敵2つと新
奇刺激 1つをFT]いf=テスト､及び(b)見本刺激とし
て新奇刺激､比較則激としてそれとは舛なった新
奇刺激1つと原訓練で用いられた比較刺激2つを
選択肢としたテストを施行した｡
〔結果〕2頭のチンパンジーとも､反射律とS
+制御は成立した｡それに対し､対称印とS一制
御は成立しなかった｡ このことは､対称印の末成
立が､消去郡隈でのテストや刺激花mによる制御
といった要因によるのではなく､より根本的な認
知概能を反映していることを示唆している｡対称
符とS一制御は､任忠な刺激問の一対一対応と関
係しており､ここにヒトとチンパンジーの認知機
能の差が存在すろことがtlE糾された｡
